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この報告書は、善通寺市教育委員会内に事務局を置く九頭神遺跡発掘調査団が、善通寺

市都市計画謀の委託を受けて、昭和62年10月1日から翌年1月14日まで実施した都市計画

道路大通線改良工事に伴う埋蔵文化財発掘調査の記録であります。

善通寺市内ではこれまでにも「王墓山古墳」「仲村廃寺」「彼ノ宗遺跡」「仙遊遺跡」

など発掘調査が数多く実施され、貴重な文化財が多数発見されております。これらの報告

書を通して埋蔵文化財に対するご理解を深めて頂くとともに、今後の学術文化の向上に少

しでも役立てば幸甚と思います。

これまで、発掘調査に御協力頂きました地元の皆様をはじめ、関係各位に対して心から

感謝申し上げ、今後とも一層の御支援と御協力を切にお願い申し上げる次第です。

昭和63年3月31日

九頭神遺跡発掘調査団長

善　通　寺　市教　育　長　次田　　保
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第－章　　遺跡周辺の地理とこ歴史

善通寺市は香川県西部の内陸部に位置し、真言宗開祖の空海が誕生した土地として有名

な田園都市であり、総本山善通寺の門前町として発達している。東は丸亀市、西は三豊郡

高瀬町・三野町、南は仲多度郡琴平町、北は仲多度郡多度津町と境を接している。

善通寺市周辺に広がる丸亀平野は、土器川や金倉川・弘田川の沖掛こよって形成された

t香川県下最大の沖積平野で、これらの河川による扇状地・’氾濫原・小三角州などから形成

されており、南から北に下るゆるやかな傾斜になっているため、たいていの場所から瀬戸

内海や対岸の岡山を望むことができる。この河成沖積層の土壌は、下層土が灰褐色のマン

ガン結核を含む黄褐色砂質土層、表層70～80皿が強粘土質砂礫層で構成されており、通常

弥生時代以後の遺構はこの下層上面に遺存している。この黄褐色砂質土層中には希に縄文

土器片が包含されていることが知られていたが、近年実施された四国横断自動車道路建設

に伴う埋蔵文化財の発掘調査などによって、この土層は縄文時代後期から晩期にかけて堆

積したものであることが確認されている。

また、善通寺市の北には讃岐の中世山城跡を代表する天霧城跡が山頂部に所在する雨霧

山。酉から東にかけては、火上山・中山・我拝師山・筆の山・香色山が麓をつらねて並ん

でおり、五岳と呼ばれるこれらの山塊は、あたかも五枚の屏風をたてかけたようにそびえ

ていることから、この山麓の地は屏風ケ浦とも呼ばれ、当地の人々に親しまれ、古くから

信仰の対象であったことがうかがえる。その南には、中山に連なる東部山・有岡の里を経

て大麻山がそびえており、平地中には鴇が峰・磨白山・如意山・鉢伏山・甲山などの小丘

が散在している。
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瀬戸内海の南岸に位置し気候と風土に革まれた丸亀平野は、かなり古くから人間の文化

が開けた土地であり、丸亀宙の中ノ池遺跡。善通寺市の五条遺跡e善通寺市から仲多度郡

にかけて広がる三井遺跡など、弥生時代前期から中期にいたる同時代の遺跡群が知られて

いる。中ノ池遺跡では環濠と想定される三重の大溝が検出され、弥生時代前期の古段階の

特徴をもつ弥生土器を中心に、一部中期的様相を呈するものまで出土している。三井。五

条遺跡では、遺構。遺跡の範囲などについては現在も全く不明の状態であるが、出土した

土器片については、機内第1様式の中段階から新段階に相当することが確認されている。

また、これらの遺跡群は自然堤防上に立地すると考えられており、現在の海岸線からの距

離は2～31皿を計るが、当時の復元海岸線が現在の標高5mコンターあたりと推定すれば、三

井。中ノ池遺跡などは海岸部に形成された集落であることがわかる。そして、更にこれら

の遺構が遺存する黄褐色砂質土層とこの下の洪積層の間には、縄文時代後期から晩期の生

活痕が確認されており、．現在のところ善通寺市の古代文化はこの頃まで遡ることができる

ようである。

善通寺市街地の北一帯には香川県を代表する弥生時代の中枢的な集落遺跡がある。西は

筆の山の山裾から、東は四国農業試験場の敷地にまで及んでおり、ここがもと練兵場用地

であったことから旧練兵場遺跡と呼ばれている。そして、ここから東には九頭神遺跡。稲

木石川遺跡が続いているが、いずれの遺跡も近年までは本格的な調査は実施されておらず

その詳細は明らかにされていなかった。しかしながら、昭和30年頃の四国農業試験場の用

地整備工事に伴って、弥生時代前期から後期にかけての小児壷棺十数点e多数の土器、石

器類が出土したことや、県道の整備工事の際に、国立病院のあたりから弥生土器に加えて

須恵器や小玉などが出土したことなどから、遺跡は弥生時代のみならず、古墳時代にまで

及んでいることが確認されている。旧練兵場遺跡はこのように広い範囲に及ぶ可能性が強

いばかりか、弥生時代前期から後期、古墳時代にかけての連続性が考えられる県下でも例

のない存在であることが知られていた。ただ、最近の調査によってこの旧練兵場遺跡は幾

つかの川道によって分断されていることが解り、旧練兵場遺跡群としてとらえた方が良い

と考えられる。

この遺跡群でこれまでに実施された発掘調査を順に紹介すると、総本山善通寺の西に流

れる弘田川沿いで昭和52年に実施された善道寺西遺跡の調査から始まる。ここでは弥生時

1．中　ノ　池遺跡・　　　②仙　遊　遺　跡
2．五　条　遺　跡　　　　③善通寺西遺跡
3．三　井　遺　跡　　　　④仲村廃寺（伝導寺跡）
4．甲　山北遺跡　　　　⑤善通寺伽藍
5．旧練兵場遺跡群　　　6．九　頭　神　遺　跡

①彼ノ宗遺跡　　　図　九頭神遺跡調査区

7．稲木石川遺跡
8．北　原　古　墳
9．菊　塚　古　墳
10．王墓山古墳
11．丸　山　古　墳
12．鶴ガ蜂4号墳
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13．磨白山古墳
14．宮ガ尾古墳
15．野田院古墳
16．岡　古　墳　群
17．青　龍　古　墳
18．下吉田八幡神社古墳
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町

徳

第2図日調査地と周辺の主要遺跡（1：50，000）
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代後期から古墳時代にかけての用水路が検出され、多数の小型丸底壷・船の礎や柱材など

が出土しており、生活基盤である水田域の拡大が行なわれたことや古い溝の廃絶に伴う祭

祀が行われたことが確認されている0続いて、昭和58年には遺跡群の東端部に所在する白

鳳時代建立と考えられる善通寺の前寺・仲村廃寺（伝導寺跡）の発掘調査が実施され、寺域

の北端と、更にその下からは弥生時代後期の竪穴住居が検出された。

昭和59年には善通寺西遺跡から弘田川沿いの600m程下流に所在する彼ノ宗遺跡の発掘

調査が実施されたが、ここでは約1，500扇の調査区から弥生時代中期から後期にかけての40

・棟以上の竪穴住居・小児壷棺墓15基・無数の柱穴と土坑群、古墳時代の掘建柱建物跡2棟と

それに伴う水路、二重の周溝をもつ多角形項などが発見され、特に弥生時代終末期の竪穴

住居からはその廃絶時の祭軌こ用いられたと考えられる彷製内行花文鏡片の懸垂鏡や鋼鉄

・多数の玉類が出土しており、この地区における弥生時代終末期の動向を推測するうえで

注目されている0昭和60年には彼ノ宗遺跡から東に約500m程の仙遊遺跡で弥生時代後期

の箱式石棺と小児壷棺3基が発見されたが、この箱式石棺の石材には入れ墨を施した人面

や鳥の絵の他、直弧文状の文様が一面に線刻されていたことから全国的な話題となった。

また、善適時市内からは与北山の陣山遺跡で平形鋼剣3口、大麻山北麓の瓦谷遺跡で平

形鋼剣2口・細形鋼剣5口・中細形銅鉾1ロの計8ロ、我拝師山遺跡では計3カ所から平

形鋼剣5口・銅鐸1ロ、北原シンネバェ遺跡で銅鐸1口など、青銅器が数多く出土してお

り、旧練兵場遺跡群を本拠とした集団との関連も注目されている。

古墳時代に入ってもこの地の勢力は衰えず、市内だけでも400基を超える古墳が存在し、

中でも筆ノ山・我拝師山で北部を、大麻山で南部を限られた弘田川流域の有岡地区は前方

後円墳が集中する地域として有名である。

まず積石塚としては、大麻山経塚、大麻山椀貸塚、丸山1号。2号項、野田院古墳、御

忌林古墳、大窪ケルンなどが知られているが、中でも野田院古墳は大麻山北西麓（標高405

m）のテラス状平坦部という全国的にも有数の高所に立地する丸亀平野最古段階の前方部

盛り土復円部積石境である0有岡地区には、同一系譜上の首長墓群と考えられる6基の前

方後円墳が確認されており、北東から南西にかけて磨白山古墳・鶴ガ蜂4号墳・丸山古墳

・王墓山古墳・菊塚・北原古墳の順にならんでいる。古墳時代後期末になると大麻山山麓

部の至る所に群集項が出現するが、中には官ガ尾古墳に代表されるような線刻画で装飾さ

れた横穴式石室が計8基確認されているなど、様々な点で興味は尽きない。

この頃の酉讃岐地域には佐伯氏が豪族として勢力をもっており、白鳳期には佐伯の氏寺

である仲村廃寺（伝導寺跡）が、やはり旧練兵場遺跡内に建立されている。そして、この寺

が善通寺に姿を変え、古代文化の中枢であったこの地は門前町として繁栄を続け現在に至

っている。
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第二章　　調査　もこ　至・≧5　過程

現在の善通寺市周辺にはN－300－Wの主軸方位をもつ方角地割が非常に良く残っている

ことが知られている。これは奈良時代に施行された「那珂郡」「多度郡」の条里の痕跡を示す

ものではないかと考えられているが、近年実施された四国横断自動車道路建設に伴う発掘

調査などによって、現在の畦の下にそれと同じ方位を持つ古い溝が多数確認されている。

現在”大通り線’’と呼ばれている道が「多度郡」の条里でいう二条と三条の境にある。これ

はN－300－Wの主軸方位を持つ、両側に側溝を伴い直線的に延びる古い形態を有する幅2

m程の道であり、近世後半頃からはこんぴら街道として賑わっていたようで、沿道には多

数の道標が立ち並んでいる。また、この道が通過する中村町南部と下書田町九頭神にかけ

ての地区は、周辺部から比較するとやや徴高地状になっている。ここは旧練兵場遺跡群か

第3図伝九喪神遺跡出土土器

ら北に約500m程の場所であり、これまでにも用水路

工事や耕作中に多量の土器・石器が発見されており

古くから九頭神遺跡の呼称で知られている。そして

この道から東に300mの場所には社殿裏に前方後円

墳の一部が残存する下吉田八幡神があり、本殿床下

には竪穴式石室の天井石と推定される巨大な柱状の

安山岩が数本保存されている。他にも、この周辺の

水田中には多数の円墳が存在していたらしいが、大

正時代の電車道建設に伴う土取りによって殆どのも

のが消滅してしまっている。

こうしたことから、この地区に弥生時代から古墳

時代にかけての集落の存在が予測されていた。

し

′トご、．．・つ／二＿二∴
／腔1　　　　．、‾‾－．一一∴

．　　　　　．

？甲≡．

一∴　　∴＿＿＿．∴∴一二；‡二：
第4図日調査地及びトレンチ位置図

ー6－



昭和62年度、この弥生土器包蔵地において大通り線が改良され幅16mに拡幅されること

になった。施工延長は鍋1m程であるが、九頭神遺跡ではこれまでに調査が実施されたこと

が無く、遺跡の性格やその正確な範囲が知られていない。しかも工事対象地域内では地形

に起伏が認められ旧河道の存在が考えられたため事前に試掘調査を実施し、本調査の範囲

を限定することとした。試掘調査は昭和62年4月15日と5月7日・8日に実施し、合計8箇所に

トレンチを設定した。その概要は下図のとおりで、北から順に第1～第8トレンチとした。

第1トレンチから北側の住宅跡地では礫層が

露出していたため、調査の必要無しと判断した。

第1トレンチでは北端が礫層であるが、南端で

は竪穴住居跡が検出でき、また第2・3・4トレン

チにおいても、溝・土坑などの遺構群をはじめ

多数の遺物を確認することができたため、検出

面をビニールシートで覆い直ちに埋め戻した。

第5トレンチでは比較的安定した地山が検出

できたが、遺構・遣物等の検出には至ちなかっ　第5

た。第6・7・8レンチでは砂礫層しか確認できず、

事前に河道跡と推定された範囲でもあったこ

とから、第6トレンチ以南の発掘調査の必要は

無しと判断した。そこで、遺構が確認できた

範囲に北から第1～第6調査区と更にその南に

第9・10トレンチを設定し、昭和62年10月1日

から翌年1月14日にかけて発掘調査を実施す

ることとした。

…』∃

i
□
∴

i 上 ，く＿1。 ．一．．．R＿。訂 T lで

ド1モー05
グリッド

臣
（　工事予定範囲・■試掘調査時のトレンチ・口調査区）
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第三章　　調査　の概要

1。各調査区の遺構と遺物　この地区では遺構面が極めて浅く、耕作土直下に遺存して

いることが事前の試掘調査で把握できていたが、遺構面から下10～15cmはマンガン結核を

多量に含み潰茶褐色に変色してしまっており、この変色部分を取り除かないと遺構を確認

することができないことも判明していた。ただし、変色しているだけで遺構は破壊されて

おらず、遺物も多量に含まれているため、変色部分を取り除く際に、遺存状態の良い遺物

や土器が集中している範囲については、下部で遺構の状況が把握できるまでは出土状況の

ままで動かさないように注意し、まず重機で表土（耕作土）を除去した後、人力で遺構面上

部の変色部分を序々に掘り下げてその検出に努めた。

また、遺構面が全体的に浅く既に削平されてしまっており、耕作土を除去した時点で現

われる単一の遺構面上には弥生時代から中。近世にかけての遺構が複合しているため、埋

土と出土遺物の関係の観察を注意深く行った。

今回の調査は道路の建設に伴うものであり調査区が狭長な設定となったため、試掘調査

で何らかの遺構が確認できた水田、宅地跡それぞれに併せて、北から順に第1～第6調査

区を設定し、第1調査区から発掘を開始した。以下、確認された遺構と出土した遺物を調
e

査区ごとに解説する。

①第1調査区：ここでは箱式石棺墓1基（SX－01）と竪穴住居跡1棟（ST－01）を中心に、土

坑や柱穴などが検出されたが、調査区内では北東部一帯に10cm前後の河原石を多く含む砂

礫層が露出いる。更にこの北側では水田面が20～30cm下がることなどから、この礫帯が自

然堤防を形成している部分であり集落の北端であることが推定された。

SE－01：第1調査区の西壁沿いで石組みの構造物が一部確認されたため、この部分を拡張

し調査したところ奇異な形態を呈する箱式石棺が姿を現した。通常この地区でみられる箱

式石棺は、板状に節理する性質を持っ讃岐岩質安山岩だけを用いたものであるが、SX－01は

大型の讃岐岩質安山岩3枚を使用している他は、全て20～30cm程の河原石（砂岩）で構成さ

れている0その首軸方位はほぼ磁北を指し、墓坑は上場で縦2。芋m。横1。Om、石棺の内側

で縦1．6m・横0．3m。深さ0．3mを計る。

蓋石は一部分がかろうじて残存していたが、耕作機械の刃の跡が多数刻み付けられてい

ることや遺構が極めて浅いことなどから、他の蓋石については耕作の際に取り除かれてし

まったと推定される。またこの水田の地権者によると、「調査した位置から西側でも耕作

中に良く大きな石に当たる」ということで、複数の石棺の存在が考えられる。集落の北端

に形成された墓域の可能性もある。

遺物については副葬品等は全く確認されず、掘り方や墓坑内から弥生時代後期束頃の土

－8－
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く　　　　　　　　　　　一、　　　十、∫

ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　tご；　　　　　　　．　　†

現われ淘腰に芝の腰を敬　除環藍淘第　詞意匠竃確認凄艶藍の藍開院沙鴻池竃遺構威力確

－　　、

、　　　　　　　　　　－　　　　　　　　　　　　　　－

』流暢なめ蟻調査区の南西顔遺構癖の尭半は黒　髪餞魁竃お　淘漉きな清状の落ち込み

カある濃艶劾考渡も甑鮭漁淘芝の沸ぬ埋没』た後に構築凄艶鼓笛の堅究住居や緩流群藍の

′　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　－

部分に簡単な　沙汐矛を設定』淘徐々に凝　滞ぼなめ鳩遺構の検出臆努め藍の

、．

数滴嬢遺構朋掛儲冊紛淵朗が磯瀾張藍瀾滝㌦墾紺纏摘欄齢摘那深欄狛深欄朗藍多数の緩流群

力築めれ藍濃艶ぬ判明払渡のまた調査区の南東隅には近世の廃棄漉抗力確認凄艶若齢るの

派…配澗…鋸は第　謂圏経の南西隅漁場第　調査区の北西隅にぬ紺竃その廃寮分力襖出
一

る竪飛住居跡漕淘出漉』藍遺物劾鴨弥生時代後期後半に機能』廃線払渡扱者濃痘鈍るの

滞…鵬溌潮力鳩廃院m経歴の間隔を澄齢竃検出凄艶藍隅魔方形の整流住居跡鷲淘一部

分』ぬ検出でき竃齢な齢軌一遍礪鵜匠勲旺症竃・酢諏㌧W粛鮭に室槻潜位を綺乃藍擦凄腰鈍

るの　また海商壁に治男竃幅開硯⑳高凄摘em穫の璃ッ繹状遺構藍海南壁に治男竃幅蟻戦訓弧

の閻字形の断癖を望ずる清が娩出凄艶竃締るの

派…鵬の南西隅からは高郷唇歯紺き鉢◎鉢ぬそ甑ぞ甑ほぼ完埜な形竃出藍』竃齢るが謝

、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　j

』竃締る惹起漁場淘芝の住居力廃絶』埋没途患漕芸濃に澄め甑藍藍考えも甑一るの　第蟻図

参照さま渡海芸の濃うな例は住居の廃線に伴う祭祀の痕跡藍』竃擾プ宗遺跡などでの報告

例ぬ知られ竃締るの

芝の機にも滞…鵬の埋立漉腰澤腰全体に弥生時代後期後半境の漉常緑力多選に包含凄艶

翫掛猷汗㌫抱転の遺物憾滅瀾溌㌦賢狛犯は落盤疇俄腐瀾儀登載機腐心廃腰も藍汲牽健も漁

るのまた海域濃滞腰漁場は鉄器緒油粕意出立♭竃締るの　第舶園儲第開園⑳第瀾図参照）

開一配　第慧調査区の北端漕東商方向に流れる嫡流～輸m海藻凄艶m経だの清状遺構敬

遠存状況は錮…鵬藍酷似』竃締るの

、　　　　　　・・．　　　　　　1　－ノー、

・　　　　　　　　　t　　　　、　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　・　　ざ　・　　　　　　　・

l　　　　、　　′

絡漕第2調査区内習癖鵜向きを変える惹起が判明払渡。
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掛犯の埋立は滞層カ⑳窯飽粘性砂鷺丑腰海上願力⑳黒色粘性立願の腰第蟻図番照鵜

東郷できるが淘第　謂塵区内鷲は華腰藍漉腰藍の閣力鴨小型の意藍鉢力出藍』竃締るの濃

艶捻出豊状況漁場華腰力堆磯襖に滴に投げ込まれた扱者激践猟る軌芸の約型の鉢藍擾』

竃踊m種の旗楼』藍桃の種予第開園参照摘咽庶出丑魁竃お　淘善通寺商遺跡や健謀宗遺

跡等の例漁場み竃淘還甑も滴藍締る生活関連施設の廃絶調半濁祭祀の痕跡藍尊厳窺鈍るの

芸の周遇の立願には威服鞠精力池にも認め痘漁淘複数の襖の種予の存在も尊厳痘鈍る。

離㍊掛獅凋剋瀾澤働欄漸醜載雛㈲酬蠍醜磯錮戦渦轢閥潮路

力多選に出漉』竃お　海商腰の准磯状況力不自然漕不腐紗鵬か礫を禽彪漕踊る還藍なぽ潜

航風為約に埋め煤凄艶藍覇能怪力轟腕従㌣竃淘出藍』た乱獲の丑器藍桃の種予を欄齢

藍祭祀は溝の埋め渓』の途中竃糖わ艶藍の竃はな締め洩推測凄艶愚の

また淘芝の地区の弥生規前の比較的漉塾の憾涌遠は淘磯は竃商‰南画漁場寮‰北東方向

に流鈍る傾向カある還藍を併せ竃細分』竃お　の

掛臓欄淵臓郁距機酎深那輸恩朗瀾融摘恩磯部細胞勧瀾瀾鵬組

込む◎掛鵬は自然流露藍考渡も鈍るが淘馳欄に誓約竃は魔王の生活排凍路漕はな齢力唖

考渡も漁るの

菅の偽の遺構　第慧調速区中黛監察中ずる桂飛騨はその避存状況漁場魔竃弥生時代後期

境の所感習あ　淘部分的に凝形に配置凄艶竃締るものも認め晦馳淘高床式倉庫等の存在勘

考漫痘艶愚のまた海商廉隅竃換出され藍丑航路潤滑海遮能の瓦や染め柑緒陶器類の飽海

瀦緒命威服鞠を多選に潜む廃棄漉既習ある。

0　　　　　　　　　　　　　　10（m

細断藩m繍圭　腑狛冊立鰍載虹　e齢弔瀾㍊駐機蛸

第臓図第窯調査区出豊遺物窯鄭溜

－1…15－－
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③第3謂産経　第3調査区も住宅跡地漕あるカ第　調査区間様に遺構の遺存嬢漠は比

較的良好漕淘調査区の北餞竃第3驚整流住居跡摘欄潤一臓の商銀瞳⑳m種の所管小児

東館養摘欄淘商璧沿齢驚第複号竪飛住居跡随欄の一部淘東壁沿齢鷲第　鸞整流住居

削際蠣針瀾諭帽蜘噌働摘働礪臓腑綱蜘距離幡那胤馳戦慄恩

第　調査区間様に滴状遺構路…鵬摘詞意匠の義孝に力噛り竃お娠際鵬凌牒距賎憾瀾淋犯

娩出途中竃確認凄艶竃締る◎

離軋第鍼礪瀞別路棚猶劇凱瀾劉誹瀾闘m肛併載瀾欄欄紺漕那細

れ竃締る豊艶力欄明』藍の

派欄針溌駁儲瀾瀾潤は姻議m⑳商機泥減溜瓢の隅凰粛形の竪穴住居跡漕錮欄㌧W能義働藩

校を蹄顎の住居内竃は壁画に治男竃幅摘～蟻弧は崖の闇字形の断面を豊ずる清藍淘床面中

巣竃炉跡驚はな約滴洩尊厳転鈍る痍化鞠を多　禽恕窪みぬ娩出凄艶竃踊るの　深欄の理恵

や漁場の出漉遺物は比較的少なカ肇藍が淘南西隅の床面庭患漁場分割を試みた跡カある砥

石藍遜形豊澤の休部の一部淘床面め鴫やや腱覿藍闇暗黒傲砂質丑腰　第臓図参照姻鳩か

型の浅鉢藍漉型の銑壊第鯛園の第開園の第閲図参照摘それぞれ完堂な形漕出豊』竃締るの

出漉払渡遺物漁場魔る教派…臓は淋饗時機終末期境に機能』廃線』藍藍考渡も鈍る窃盗

渡海豊腰観察用畦を削肇竃齢る際にⅢ暗流飽妙質丑腰第摘図参照摘嶋潤程の習幾診漕はな

齢力蝮考渡も鈍る鵬凄な裔銅器緒が出藍』竃締るの第猶図0第那覇参照　弥生時機擾期末

磯の住居跡か践霧銅器ぬ出漉』藍伊摘豊海芝の瀾道管は擾ジ宗遺跡竃の銅鏡凱窺滴等を禽め

る藍軋窺⑳借饗内行花濃幾緒懸垂幾鍼が窺ぬ知ら甑竃締るの

派欄航牒紅鍼は謂意匠の商璧治郎竃一部分だ緒が娩出凄艶藍隅魔方形の竪究住居跡漕海

関現胤酎凰ぼ閣一の主軸方位を蹄顎の　娩出凄艶藍範財力放　出漉遺物も幾齢ため淘規模や

時期を明確にずる豊艶は驚き竃齢な齢の

派…鵬溌…喝は謂凌区の東壁沿齢漕商銀約膵臓娩出凄艶た隅魔方形の竪飛住居跡敬規

模は南北に約⑳　m海鮮銅の現紺に主軸方位を播顎の　住居内竃は壁面に沿っ竃幅勒地租は

鰹の閻字形の断面を豊ずる湧藍淘北壁沿齢に幅開emゆ高凄鮎m程の璃ッ繹旗遺構力娩出凄艶

ている。

駅～鵬の床薗直上漁場は焼濃⑳廃絶鞠藍伴に変質』藍弥生時代後期束境の鉢の聾等力多数

漑濃』竃締る◎従力竃瀾m掛級落盤時機終腐瀾憾腱瀾憾魁淘塊瀾載濃肇竃焼鷹も藍動の竃

はな齢力洩考渡痘鈍るの

派…賎澗…鵬は調査区の繭壁掛齢漕娩出遜れた隅魔方形の竪穴住居跡の一部竃あるが淘

その殆だ接第複調査区に逮存』竃締るの説明は鍼虜習行事。

、

鞠啓は全　出丑転竃おらず詳裾は不明竃あるの

－1＿8－－－－ll－1
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、　　　　　　′

意匠や魔力鴨やや商寄　竃検出さ

れた小児壷棺墓である。

遺構が削平を意緒竃締る淀め義

払転用温甑藍土器は尭半を東男竃

はいたが、遺存状況は比較的良好

であった。壷棺の主軸は560、Nl一

紺㌧紅潮馳捌鄭滞馴高説

遜棺は埋葬状態竃の最下部に径

が距禍弧程紺輸紺形を鷺宮る孔靡

認めもれたが淘　その状況漁場海　霧

鍋cm　域内に棺を納める前に外部漁場穿

㊤明妖砂質土層　　④明旗色妙鷺土層
豆『洋次砂啓上屑　　痘）暗灰色砂質上層

③明灰褐色砂祭主層　　⑥暗黒飽粘性土層
赤色顔料を多義に禽むう

、－

孔したものであることがわかる。

小凰藤樹の党風例は善通寺市磯

だ紺鷲も鍋例を超え竃締るの　芝の

内殆どのものに穿孔例が報告され

竃締るが淘　費の位濃や数瀞完膚も

竃お綜ず言乳が意図皆るものは不

明鷲あるの　ただ淘　当地区竃は威風

の意の聾措辞は確認され竃おらず海

田常盤活漕愚も環貯蔵用は溌㍉私用

齢綜甑竃約数澱型紺東⑳嚢を示威
°　　　°　　　°　　　°

に限った埋葬施設に転用している

点は注目できる。

叡魁誹掛載瀾憐憫瀾漣腰滞瀾

く、

の漕海　食ま鈍る赤色顔料のため餅やカな赤色に染ま♂∋若齢藍の　赤色顔料は埋葬状態竃の遜

棺肉感上部にも柑着払竃お　淘　小児の遺体に直接塗布され竃齢藍ものカ鴇遺体の風化藍伴

に内部に沈殿』濃もの漕はな齢か藍推定漕きる。赤色顔料力内面に約着払渡タ、児意棺は護

れま竃にも数伊知られ若齢藍が鞠　今回穫多義に確認された惹起はな齢。また淘意棺は機の

一

翻意塗布され竃おを意図的な装飾竃はな約め洩考えられる。

甜”…鵬は使用凄艶藍遜形土器の形態漁場淘　弥生時代擾期末境の所産汲考えられるの

…22　－
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濃淡園覚の線部摘施された弥生土器片力出土』竃締る。第鯛園の第関図参照）

またも調査区南東隅習近腔の埋め蛮力隠蕉検出され竃踊るの

一一23▼



㊥第硯調登匪　還れま鷲敷閣嬢の遺構の適存状況力確認凄艶藍の　詞塵区内をはぼ南北

に擬断ずる鯛…鍼藍豊艶藍底意常る沸…鵬の検出は比較的容易漕あ肇濃め淘第　⑳　謂塵区

間櫻開…鵬ぬ謂意匠の来者夜露め竃締る藍め淘　濃艶藍擬督する遺構娩出は因襲を極め淘謂

應匿の南東隅院本楽派…鍼藍宰相』避存』竃齢藍欝の派一礪海　は誹…犯の娩出襖の壁面丑腰

窯潮糎業の際臆確認凄艶藍の　潤一賎動画半分は容易臆娩出漕きたぬ廉餞の娩出は牽魁　淘＄

…綱㊥派…鍼勧開一般の娩出擾臆その存在力確認漕應藍⑳　結果淘第磯謂塵匪鷲は画然流路藍考

巌も漁る漉きな瀾載瀾瀾瞭掛磯鍼掛埋没も藍磯濫瀾都鰯瀾報酬照男掛闘瀾新派瀾朗が梯腰

凄艶淘その廃絶後臆魔王の水路嫡…鍼の錮…鵬の錮…礪摘掘　込ま覿竃踊る豊艶ぬ判明魁藍の

派…賎　濃蘭…南東に　親の商商…北東臆　⑳　那謁の隅魔方形の聾流住居跡漕紺…鍼の…琵臆室槻

粛位を絡肇の　住居床廟は砂礫腰起な　緩流等の遺構の潮汐摘鷲きず淘後に部分的臆　沙汐

チ探査を窯施魁激減娩出響き竃齢な齢の　埋渡や臆は淋登時機中潤め鴫後期来院滅相竃の漉

潜締め多選隠避嵐』竃齢汲め淘　豊臆繭商壁癖に沿誓藷竃の床面直漉漁場應好な一括資料力陽

転甑藍の　帝臆底部力霧漁猟藍磯教練の伏せ竃遊城も醜藍状態竃の出濃は淘　還れま竃に市内

漕確認凄艶竃踊る鄭盤時機終末期の廃線住居確漁場の豊器の帝展な出豊状況藍薬過払竃踊

る⑳　派…賎提出漉魁藍遺物ぬ転魔竃淘藤生時機終来期畷臆機能』廃線』藍考えられるの

派…闘　業際揺派…鵬埋没擾臆構築凄艶竃齢るカ患薗鷲の娩出力漕きず鞠派…鵬の娩出途

中漕確認凄艶藍隅魔方形の整流住居漕淘　主軸霧鰹をN…臓の…闇臆緒現数蹴外規模啓は不明

漕あるぬ淘　乱夜の麻盤豊藩ぬ報濃ぼ完全な彩管出藍』竃お　淘藤饗時機擾期末囁臆機能』廃

絶したと考えられる。

深…繍　第毯謂意匠南端力鴫第　調意匠北端臆か紺竃娩出凄艶藍隅魔方形の整流住居竃淘

療商臆的翫酎南北載凱翫鮮郡射ず一琵臆室軸粛鰹を蹄肇の　住居内竃は東壁感に沿竺》竃幅臓

郷樫の闇字形の断面を豊ずる清め一部竃娩出凄艶も床面薩恵め場数が夜の鄭盤丑暑め出丑』

竃踊るの　出豊』藍漉欝漁場魔竃深…鍼は弥生時代後期前薬に機能』廃絶』藍考えも鈍るの

開脚mm鍼　詞慶区内を縦断ずる形竃ほぼ南北に直線的隠避存ずる魔王の凍絡跡竃淘　その規

模は蠣‰⑳　刑の深意約mを計る窃　患部断面はⅤ字形を豊』竃齢るカ底部はⅢ形漕淘理恵

の断癖を観察払渡結果厩然臆埋没』藍還藍カわカるの　派…鍼の埋豊中漁場は鄭登時鴨中期

漁場後期束に力紺竃の漉器精力多選に出藍払渡力淘　豊艶は廃絶後に周辺の遺構漁場濃濃払

渡もの管領　開一隅の機能魁藍時期を知る是藍は驚きな齢の　藍だ淘　出土遺物車に敦盛の顧慮

瀞搾力含まれ竃齢藍豊艶漁場潟　歯磯時機の所産藍尊厳られるの

錮…鵬溌…鵬は寮力鴨鍋…鍼転流甑込む演習淘　詞意匠の東端習揺浅齢閻字形の断薗形を

豊』竃締るが海　商転向齢深　落ち込み断面形をⅤ字形に変え派一鍼藍合流ずるの　馳…鍼藍閣

様古墳時代の所産である。

紺欄狛捌紺淵離掛瀾慨憾漣恩に遺存』竃齢敷魁蹴那那鯛約派臓諸廉なか球数蝋誹駄

一　一24－－
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鵬娩出後の壁感激腰実測糎業の際に確認凄艶藍。S…鵬は闇字形の断面形を望ずる清風錮

”湖藍の間に⑳　腕mの間隔を澄齢竃平行に流れる幅鯛em⑳藻感服潤健の魔王の凍路竃あ

るの　出藍遺物等揺敦盛の麻生患器緒のみ竃あるが淘機能』廃絶』た時期も湘…掴砂S…鵬藍

ほぼ岬一致する動の扱者えら鈍るの

派…賎　緩流状の形態を豊』竃締るぬ淘遺物の出土状況漁場圭坑藍払渡の

派～那溌一関は第壌詞意匠の繭壁掛齢竃娩出護れた渡航竃淘藤生時機や期中薬頃の意形

藍等の闇嬢部力出土♭竃締る9

派欄儲溌掛瀾臓咤滝拍藷紺鵜酎射凱駁紅若齢な齢が鴇楔形の鉄器が隠ぼ完璧な窺態漕出土

㌃郡轟凱　欄瀾憫鴻齢硝酎第閲関数敵組激職臓瀾黒馴講那漣蟻淋滅芸藍か転瀾穫瀾磯

後期前葉規前の所産藍考えられるの

饗穫信濃横路針載拍∴鍼一隅は筆硯調査区中黛の酉壁沿齢で検出選れた多選の麻生患瀞

を潜む寮茹避構造竃淘磁北素面に主軸を蹄ち窺漏形を望』竃締るの滞部に豊壌等は認め痘

猟な泊りたカ淘遺構薗巌の変色部分を除去』藍際に遺物を蠣』竃遺構を敬　除齢竃転意㌢

藍覇能性ぬあるの　その避存状況等力賊濃の可能性を考え甜…鵬藍』藍。

靡

三川（7m

瓢湖喝　鼠掛剥鍼姻姻潤

、

の南端鷲やや商澱肉に向きを変え竃締るの　S…鵬壌土やかも　登りた遺物の出土は観齢が鴇

第複謂凌匪あたをメカ鴨弥生時代中期漁場後期初頭にカげ竃の遺物◎遺構ぬ多　なる。

、一一・ム28・－1－1－
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第猶圃　鐙叢…の　出藍遺物窯灘困　摘鵬甑鵬那

紺轍溌掛儲髄＋鵬駈瀾紺捌融

祭服園　鐙隈…の鍔砂の腎出藍遺物窯潮囲
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⑳第5謝意匪　第複謂意匠閣嬢に餅糎豊産滞驚遺構力確認凄艶た⑳芸濃竃は馳…脱力廃

院向きを愛渡るため淘餅紺漉藍遺構感激の習汐ガ汐臆遮る愛傲部分を職　除礁藍淘黄褐色

砂常並層恩威に第壌詞意匠漁場統駕滞…摘⑳錮…鍼⑩馳一縄を始め淘新藍に聾飛住居跡慧棟の多

数の渡航⑳柱飛澤の遜存状況がは肇凄暢藍認めも甑藍の

謂意匠の腐漕娩出凄艶藍多数の渡航群は磯渡や出豊遺物漁場魔竃近畿の所産漕淘芸濃か

転第鍔謂憂区に滅相竃は芝の時期の遺構力激辛を轟める濃濁臆なる⑳　また淘第　‰硯謂壷

匪ま鷲敷は贋な　鄭盤時機中期の遺構藍遺物の比率力非常臆漉き　なるの

緻梁言泌載摘瀾臓粘頂湘億魔層は不明竃あ嵐軌言雛緋新醐蠣相磯磯儲親抽瓢湖臆は

紫存』竃齢藍覇健鮭漁あるの　そ』竃派一路瀾調媚痛感蹴掛儲別離挑杭統酢郡恥眠深

璃肛派凍結開欄紺泌撼紺妙瀾摘瀾醍瀾臓は瀾瀾帖麿意波が㈲明臨監

錮…鍼命綱…賎…齢ず甑も第趨謂意匠から統紺竃娩出凄艶藍濃意の滞竃淘直線的に南北に

延び竃齢る施　濃濾㌔鳳雛縄は北腰瀾酢潤潤減締弛酎深意測弧を謝るが海南璧沿齢竃は幅鯛硯

の深意臓硯藍規模力縮か臨馳…鍼も北壁沿齢鷲は幅⑳　mゆ深意翫孤を計るぬ海商壁掛齢竃

は幅約㊥　mの深意開院m藍規模ぬ縮小ずるの　濃艶は商に肉肇鷲慧汐タ…カ漉泊るの臆加え竃

当初は遺構廟ぬ商ぬ肇藍ものぬ淘腰餅等の感受性ぬ鳩削乎凄艶竃転意肇藍結果藍考濃も鈍

る。

第　謂意匠の南側は南魔力鴫北商に流覿る兼題な滑遺跡に当渡　海慧ンターが愛機』な

齢力若』馴蔑やや低　なる傾向にある汲め淘齢ず覿臆せよ舗一錮⑳馳…縄の終夜は第転調意

匠周辺臆ある藍尊厳鴎鈍る。魅力暢海域存ずる部分力鳩尾る藍遺構はカな測腑敬転醜竃

お　淘樹痘泊の構造物力娩出習きる覇健轍は棲め竃既約藍思われるの

派～細　筆複謂意匠漁場続紺竃娩出凄艶藍隅魔方形の竪飛住居跡竃淘東商臆約m＠南北

に凱馳離禦酎瀦＋凱踪敷軸粛鮫億擁鸞賎　軌矧内管は廉璧癖に沿肇竃幅摘弧程の閻字形の断

癖を豊皆る滴憾一部竃検出凄艶海床薗薩患漁場敦盛の鄭盤漉潜め出立』若齢るの出丑』た

遺物漁場施竃開…鍼は弥生時代後期前葉に機能』廃絶払渡藍考え痘鈍るの

派…澗　謂凌経の北東隅東壁沿齢竃西半分力輸出凄艶藍竪派住居跡漕淘凝義援mの不整

閤形若』馴豊多角形を豊魁竃踊る◎住居床薗南端竃幅媚～開院m⑳高さ翫m程の璃ッ繹状遺

構淘璃ッ繹状遺構数滴壁の関に蠣蟻‰綱紀Ⅲの深意翫m種の闇字形の断癖を望ずる滞旗遺構が

娩出凄艶藍カ淘床面はやや荒齢砂礫腰藍な　緩流等の遺構の判別力漕きず淘複に部分的に

沙汐チ探麿を実施』藍ぬ娩出響き竃齢な齢の

埋豊中臆は鄭登時機中潤め鴫後期濠に力蹄竃の土器緒滅多魔に濃庭』竃齢ため芸の遺構

に伴湧遺物藍魁竃は海商璧沿齢の璃ッ繹状遺構患部漁場鉢ぬ完全な形鷲扶桑藍南西隅の床

面直巌か転意の頸部溶出丑』竃踊るだ紺習ある⑳

出立』藍遺物漁場尾鷲派…潤は弥生時代終末期境に機能払渡藍考えられる。

30－－1一一



派…摘　謂意匠の隠ぼ中窺竃検出された南北に⑳　me東商に㊨　mの不整閤形を盟ずる竪

飛住居跡鷲淘　芸の周辺は遺構薗力礪な噂紗畢凄艶竃締る毎払　住居の床面は遺構薗漁場蟻

gm程の位置習検出され藍の床面中窺竃は威服鞠を多選に含む埋圭をも肇炉跡藍淘　豊艶をや

魁に閏形に配置凄艶た桂究め娩出凄艶竃締るの　また淘住居の北西壁商都　カ所院内餞瞳鸞

出』渡海　出泉田を崩す構造漕はな約か藍推測凄艶る部分力認め転艶藍の

埋豊中には土器緒等は殆ぼ含まれ竃お鎚ず海床薗直漉漁場サヌカぜ　緒多数の飽海砥石

⑳石包丁鳴石鏡力拍庶事肇出土』ただ緒鷲あるの爛遇の状況等藍併せ竃淘深…臓は弥生時

代後期初頭力鴨中葉ま竃の間に機能』廃絶♭渡藍考え痘鈍る◎

、

礫を多量に含む灰褐色砂腰漕海底や染め柑緒陶器の磯緒をわずカ鳴禽彪竃踊る。第鋼湖

郵泌Ⅷ紺掛瀾匝瀾満潮

腫離欄掛瀾抽測漣　飢掛醜掛澗欄紬ヒ　絡Ⅲ恨璃掛欄瞞

第的困第5調査区出藍遺物実測囲

1・一言3＿1－－－一一ルl
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派…臓　第5調査区北東端竃検出凄艶藍北西…南東に癖　那謁⑳北東…南西に捌規漉淘深さ鋼

、

る。土器群は豊琉中に堆積払渡厚意錮監m程の暗茶褐色砂質丑腰恩に水平に堆積』竃お　鞠

極め竃良好な一括資料竃ある艶肇断できるが淘　芸の地区特有の糸巻き形の諮顔や小型の支

贈⑳彙形土器力多選に禽ま鈍る飽海　漉型の器台汁淘焼成後に肩部慧効所に穿孔♭た意形土

器等の特殊な遺物力認めもれ淘　祭祀に欄齢痘覿渡遺物の廃棄豊坑の可能性カある。また淘

土器群藍伴に潜まれ竃齢芝浦原石や臆測石油柏夜認められ藍の

派㌶紬錯針髄耀犠閥酎狛媚に切も漁る意漑出虻も藍瀾儲爛憾滅腰濡㌦沸凌願載腰瀾憧優

－I．二28．f）し）rll

、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

l－・11F34－－11－1－



派…摘　第　調査区北商磯鷲馳…鍼に西側を切ち鈍る形漕娩出選れた南北に　撒⑳東商に

⑳　撒蹴巌の規模を緒肇豊既習深意的鯛弧を計る。豊琉中臆は鷲に測X舗跳海深意鏑概況樫の

落ち込みぬあ　海　中かも弥生時代中期前登の土器藍滑原石緒力多選に出藍』竃締る飽海滑

原石は赤窯　変色』浄細る歳事に壌甑竃お軋　豊欝も明磯餞に変色㊧髪質転戦　豊琉内面も

強い火に接したようで変色してしまっている。
、

派脚M豊豊艶閑一時期の豊常緑が多選に出豊』竃踊る6

第　瀦登匪鷲は弥生時代中期前葉の土器のみを澄む豊航海桂飛力多数娩出凄艶竃踊る軌

住居は確認凄艶若齢な齢の　遺構の特徴や腰遠の柳平状況漁場魔竃海猫一拍な鰹は竪飛住居

の中巣豊坑のみぬ残凄艶竃齢る硝能性も考渡鎚甑愚の

細紆瑚溜粒瀾調調達　の関叫酢紅潮Ⅲ剥離

第議農園　＄泥…思温◎鐙泥…思慧出漉避勧業部園

一一‥一一35－－－．‥1－



溌鍼閣　溺既…激の出立遺物実測溜　絢関‰姻郎

ー‥一一36－－－－



i

第開園　鐙隈…恩の出藍遺物窯鄭困　絢粥瓶用郎
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⑥第鴎調度匪　調査区北端の遺構癖は鴇第　調査区藍閣機に通常の蔑褐傲砂常並腰竃

あるが鴇や衆力鴨南磯に滅相竃は暗褐色に汚れ藍砂質立願藍な　海南磯の一都竃は完璧載

砂礫漉腰に変わるの　また淘謂意匠や黛か転南端に力措竃は遺構の漉辛め欄平凄艶淘腰に近

健の遺構群に濃肇竃擾乱を璧紺竃踊る濃め遺存状況は極め竃意齢の

』ぬ賎な漁場芝の詞意匠内管は淘淋饗時機の整流住居跡横路…鼠勒深～蟻纏は踪め淘鄭

劉卵油澱離郷鵬依錮摘瀾紗那嫡鵬錮新堀細獅渦減獅譜拒淋磯持観儲細

飽海　多数の近健渡航嫡～鋼勒派…媚等ぬ確認凄艶竃踊るの

ま渡海謂意匠商顔竃は地助力砂礫漉腰藍な　遺構も消滅』竃締る藍考えも甑藍汲め淘量感

調査竃はな環　沙汐費に遮る遺構の確認調査を実施』藍ぬ淘暗槻餞砂質患腰や竃約児意楷

濃路紺糊憾儲認掛紺郡捗凱

派…盈腔謂産経北西隅の痢璧沿齢漕淘　転ぬ鳩派…臓臆切転甑竃締るためだ環一部魁か機腐

、

生渡叢の繍緒カわず削這出漉魁藍だ緒鷲海北西端に璃ッ繹状遺構を掃肇濃艶漁場南東方向

に応力る藍推定習きる濃艶藍淘派一臓規前の所産竃ある惹起規外は不明竃あるの

派…臓　謂登匪北痢隅習娩出凄艶藍隅鬼瀬形を豊ずる整流住居跡習淘東壁から面壁に肉

肇竃広　なるの規模は東商に⑳　m滴北に命　～⑳　mゆ室軸方鰹は紺…臓の欄竃淘住居の南

東隅力滅菌壁面に沿肇竃幅的鯛硯⑩痛感的鯛弧の璃ッ繹状遺構を蹄肇の埋豊中漁場遺物は

殆ど出藍』竃齢な齢が淘　Ⅲ漆黒傲砂質豊腰第翫図参照姻鳩弥生時機擾期末境の豊澱め多

数鞠床面直患かもはダ淘塾の妹が扶桑完全な形鷲出土』竃締るゆ　韮漆黒傲砂常並願力鴨出豊

払渡激務の湧ち南郷は伏せた状態鷲の出漉鷲あるの　芝の地区竃は弥生時機後期束から終末

期にぬ緒竃の住居跡跡にお齢竃淘廃絶後床薗患着払馴濃埋没過激の住居内に土器を伏せ竃

遊璃藍妙摘賎ば魁ぼ報恩凄艶竃締るの

派…臓　謂意匠や魔の商壁沿齢竃東半分ぬ検出された淘東商に約mの不整開形着払翻意

多角形を豊ずる竪飛住居跡竃あるの床面を含めた周辺部は暗職級の砂礫腰竃あ　遺構の潮

汐摘因襲漕淘壁に沿湧清や緩流等完全な娩出は驚き竃齢な齢の

埋豊中には土器緒等揺殆ぼ禽ま猟竃齢な泊り藍力淘㊨窯養鰻砂質丑腰筆洗図参照華層

か転サ潔カ接　線多数放資融岩製の砥石緒淘　そ』竃弥生時代終末期磯の特徴を示す褒め憾

ぼ完全な形習出漉魁竃お　海鮮…臓は芸の囁機能』廃線』藍藍尊厳も鈍るの

潤一摘　調査区中黛の東壁沿齢漕娩出凄艶渡海南北に⑳　me東商に怨　mの蔑方形を饗す

る竪飛住居跡習隠ぼ感光に室軸粛鰹を蹄顎の　還芸は地出癖比較的安定』竃は齢濃め床面は

暗褐色に汚猟た砂質丑腰鷲あ　緩流等の娩出は驚き竃齢な齢の遺構はカな　削平凄艶竃お

も襖出癖漁場床廟ま鷲の深意は摘弧穫漕淘床面直漉漁場弥生土器締め約㌔簸た石鎚深緑力柏

窺出藍』竃締るだ緒漕池に遺物は幾齢の　従り竃淘潤一洞の機能』廃線』藍時期を知る芝藍は

一一二用
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寮』齢力海部盤時代後期後登から後期東磯ま竃の所産漕はな齢か藍恩甑鈍るの

派…蟻　謂意匪南端漕換出された隠ぼ方形を豊ずる竪飛住居跡である軌地出力暗褐色臆

汚甑藍砂礫腰漕あ　経飛等は娩出鷲きず淘　また遺構の繭半は削平凄艶消滅魁竃転意㌣竃お

軌誹距離一民に豊軸凝位を緒戦東商に約m程の規模鷲ある程度』かわかもな齢の　出立遺物

啓は傍観漕あるが鴇周辺の遺構藍の擬禽状況から深～摘閣様海弥生時代後期擾登か毎夜期末

囁ま鷲の所産漕はな齢か藍思われるの

派…蟻潤一蟻藍並彪鷲詞産経南磯鷲襖出されたほぼ方形を豊ずる竪飛住腰掛漕淘避存畿

混載派…蟻のそ艶藍酷似』竃お　淘地魁も暗職級に汚れ藍砂礫腰漕あ　緩流等は娩出驚き

若齢な齢の　また遺構の南半は掛率凄艶消滅魁竃』宜男竃お酌隠ぼ磁北に主軸方鰹を絡ち

東商に軸◎　那花樫の規模鷲ある程度』か把握驚き竃齢な齢の

床面寮隅匪厳漁場ダ淘塾の窺藍尭塾の審歯か意の描線の一部藍尊厳綴れる鋸歯寛等の装飾

が一癖に施整馳藍丑署載憾磯逐電戊藩閥黒浄播縮隈撼滴臓摘噌潤滑瀾瀾磯腰瀞協磯瀾磯磯

①黒色砂撃粘土層嫡男）
②暗灰色砂響粘土層欄里）
③演灰色粘性上層

⑨明灰褐色砂驚土層
（諺青灰色粘性土層
¢）灰　褐　色　砂　層

⑦地山拍溌繍諸硝翫）
湘　扶　色　柄　礫　屑

⑨灰褐色砂饗立願
㊨洩灰褐色砂驚土層
（亘　暗扶色砂質上層

⑫　伏褐色砂質上層
直）淡灰色砂質十層
（ゆ　暗茶色砂質上層

㊨暗黒色粘性士腰
碑、砂礫屑（こぶはの酎純）
しけ　濃　伏　色　砂　層

⑬黒褐色砂鸞土層
⑲灰色砂鸞土層
⑳　暗伏　褐色紗層
e11明　褐　色　砂　層
⑳暗黒色砂鸞土層
⑳暗褐色砂鸞土層
㊨黒茶色砂質土層

⑳暗異色粘性粘土腰
細　濃伏色砂質上層

（曾　湘ノ大根色紗質十一層

l　濃黒椙色砂質上層
11濃黒色砂質　上層

m　暗灰色粘性土倉
Ⅳ　暗黒色粘性圭層
V　暗黒　色砂礫屑
＼’1情　状　色　軌　層
Ⅶ　暗灰色砂礫層

までの所産ではないかと思われる。

開…闘　現在残る渡田の方薗地割藍閣一方鰹転流鈍る約凄な溝漕海

出立遺物等揺皆無漕あるぬ淘埋豊は比較的新』　率健蹴降の遺構藍

考えられる。

派…鵬　避存状況漁場魔竃馳…賊の延應漕按な　新たな遺構藍考渡

船馳嵐の　ま藍諸掛儲磯瀾漑瀾臨機瀾瀾機感慨滝讃慨湛瀾戦機憾瀾憾

竃おもず鴇途中漕向きを変渡るカ淘消滅ずる亀の藍考激も鈍る◎

馳…鵬の南側は瀦凌隈や黛漕消滅する⑳

派…姻溌…鍼の途中か転乗に延びる瀦鸞調査区東端習鷲に商に分

岐響るの　跳哺凱禦掛儲酒場瀾瀾磯遽瀾相磯磯儲濃磯腰儲捕鼎が敦盛

出藍』竃お　淘遺物を詳細絵詞璃藍踏襲鴇音域時機後期境の所産藍

推定される。

錮…柑　土地の紗平に樽齢深さ弧穫』か残凄艶竃おもず鴇　出藍遺

物等は弥生時代後期単葉磯の豊常緑藍サ溺カギ　緒ぬ敦盛出藍』藍

だ緒で淘　芸の遺構の性格等を知る還藍は漕優駿齢の』ぬ賎淘出豊遺

物や遺構の夜食状況等漁場淘弥生時代後期中辛か践終末期ま鷲の闇

の所産と考えられる。

派諸針溌針朋腰潤瀾漉憎瀾濾減漣瀾瀾㌔前健闘磯庫瀾儲孝磯靡漉

型の鉢の一部が出土している。

派瀾腰凋敷餌軌か掛弥生豊藩扱威意審のか緒が如ず炒隠漑登載竃

、I、　′
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第36図　S X－H．W一一一04実測図

派欄凱牒紅摘廃絶後に横磯腰甑濃

圭既習音域時代擾期末境の須恵器の

高郷が慧意鼓舞遜緒が思慮腐丑も竃

いる。この他の遺物は全く含まれて

おらず鞠遺物漁場も桶等泊の祭祀臆

伴湧遺構竃はな約め洩考えも鈍るの

派～鍼　第　謂凌区南部竃敵地出

力砂礫丑層藍な　遺構も消滅♭竃齢

、

な環　沙ン予に遮る遺構の確認謂塵

を実施』た艶還る淘検出された小児

藁棺墓である。

東館の室鞠は鯛㌦　祭距猶㌧琵方位

に傾いており、埋葬状態での北寄り

の横で、やや底部寄りのに産経＿1（〕m

程の閤形を豊ずる孔力認められた9

これはその状況から、墓堀内に棺を

納める前に外部から穿孔したもので

あることがわかる。

遺構は柳平凄艶竃お　淘検出状況

では壷棺上部がかなり失われている

ように兇渡るカ淘　義に転用され竃齢た土器藍伴に内侭錮こ陥没』竃お娠将に転用凄艶竃齢

藍東形土器揺頸部規上を除齢竃ほぼ完全に復元竃きた。蓋に転用された土器は棺に装着さ

れた状態竃残存』た部分藍棺内部に陥没』竃齢た土器片漁場尾鷲淘　第開園の臓の様な東

壁の意形激務の休部を斜めに半切払渡もの流用齢も甑若齢たよう漕あるの　また義を固定す

るために、墓堀内に20～40cm程の河原石を詰めて固定してあった。

一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

性粘土層力堆横転藍擾淘　遺構上部の削平に嘉男竃一鶴に破壊されたものた考えられるの　芸

の凝官腰の粘豊中漁場ダ㌔児のもの藍魔も鈍る薗緒た骨浄力出土♭竃締るの　醜虜参照）

その機の遺構適　第鍔調査区の東壁沿齢竃は東通線の腰道藍平行ずる形漕淘狭義な形態

の近世史航路…鋼～派一覗摘多数道春』竃締るの　芸の渡航群の埋丑は齢ず猟も芝ぷ』東の

滑原石を多選に蔑む砂礫腰習淘　染め紺緒陶欝腕⑳恩や酋術前摺　鉢等ぬ多選に出藍♭

竃締る。廃棄渡航藍恩わ鈍るの　第那図参照ラ

－‥－4＿2－r－
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2．SX－04から出土した小児の歯の鑑定結果

岡山大学歯学部好調学教室教授

小田嵯梧郎

およそ50片の歯のエナメル質から確実に鑑

別できた乳歯は、左右の下顎第二乳臼歯のみ

で、他の歯片は現時点では鑑別できない。し

かしながら、およそ50片の歯のエナメル質か

ら一個体歯のうち2本が鑑別できたことは喜

ばしいことである。左右の下顎第二乳臼歯、

つまり下顎歯の一番奥の5番目の歯が出土し

たので、恐らく数片の骨のうち比較的平板な

骨は下顎骨休部ではないかと思われる。また、

頭蓋底の骨片と思われるものもあるが定かで

はない。

上記2本の乳歯を観察すると、その嘆合面

の嘆頭頂の形から、まだ顎骨内に存在（埋伏さ

れたまま）していて萌出前と思われる。よっ

て、生後間もなくの一個体の乳児遺体の埋葬

であると判断できる。

右・下顎第二乳臼歯 の嘆合面観

※斜線部分は欠損場所を示す。

B頼　側　A

試料　2

の嘆合面観左・下顎第二乳臼歯

A ～ E （各唆頭頂 の位置）C ：近心舌側嘆頭

A ：近心頬側唆頭　　 D ：遠心舌側嘆頭

B ：遠心頼側唆頭　　 E ：遠 心 唆 頭

第38回SX－04出土小児の歯実測図（×3）

第39図SX－04出土小児の歯片（左）と骨片（右）・原寸

－44－



詔勒　遜楷出濃の癖児の歯隠肇齢竃の－一考察　豊艶豊漕臆芸の地区にお緒愚発願謂避竃弥

生時機の鵬児の薗力確認凄艶藍靡摘豊海健誹宗道路習躯児遜楷邁蟻例の濁ち　靡隠避墳墓か

痘　柳の評　翻転覆あ堅淘　鬼頭神適齢の巌の泊蟻轡臓の欒料藍なるカ淘　芝の地区習確認凄艶

る遜棺は成風を納める臆は鵬凄　淘改革骨力納め転猟藍動の暦も恕齢濃肇漕あるの　業際に

小児鯛勝の発魔柳力増激竃踊る濃艶を併せ竃海　濃の遜棺弾力梅鉢泥絵限転載藍勘の漕淘威風

は蒋式石棺等の手段を跳竃饗紺霧院醇晦鈍る藍考渡る藍淘遜将漁場漑激する癖児の薗漁場

埋葬凄艶藍洗物約年帝の漉限ぬ限晦馳竃　馳ぼ淘　そ約年や芝そ懐郷盤時機闘鵬児藍激減を

隊馴常数威厳聯段階儲匪憐憫を葡滝溌甘礪溜絹蟻摘錮璃唖燕摘撲滅議賎　転機鶴淘蠣應腰感

電濃艶を聯断ずる臆は束だ饗料ぬ澄魁　海　尊擾拶調速に遮る発魔柳銅増加を絡藍な　竃は

な鴎な齢怨　健誹宗遺跡の5餅の鑑妙結鷺は隊華の藍お堅漕あ肇藍の　齢ず馳魁か田嶋先盤に

濫郷帖竃磯齢藍。

の派ム…飢遜棺蛋幾夜　鞠融F慧隼　②隅…臓遜棺濃紺才前後…

③隅…鵬遜棺義歯は細線力戦感だ細管鑑別は不爾健筆ある劾整藍簿楷聯

描漁場魔竃乳児避悌埋葬藍推定凄艶愚◎

⑧猫…m醐遜棺濃紺才前後　⑤鍼一～蟻渡航登幾夜閣勒な齢乳児呟

そ礫観の遺物　豊艶患竃に繍舟』渡遺物隠避横の説明隠避贋恕ものだ紺鷲淘漉漉腰や瀦

級鳳凰臓腑掛瀾瞞掛跳哺離派一櫓朗の理恵蝉載超過毒竃廉麿磯感慨達儲儲隠肇齢竃は幾風

習締な締め淘　濃艶踪肇齢鷲は改め竃整理魁別院報恩ずる機会を絡藍齢の

芸濃竃は淘　その中漁場鴨嚢的な遺物を敦盛細分』藍齢の

錮…鵬憾患中藍第　随の磯風腰ぬ醐　そ艶ぞ艶凱窺攣肇線剰横磯の魔凄艶藍激暑緒ぬ出藍』

竃踊るの　前者第綱園の臓雛は遜形濃等の腐部に施凄艶藍遜統覚漕凝縮単なる頸部爛遇

の装飾の覇健性厳あるが海　後者第購園の臓郎隠避形患凝約二盛獅繚肉感に施凄艶藍庭弧

澄幾の澄櫻漕海　二療描線部分外商には鋸歯澄習装飾凄艶竃踊る歳事漕あるの　鄭盤時機擾期

末磯の芸事』渡呪鷺の例は淘　県内鷲は善通寺商の触遊道路漕出藍』濃霧式茹機も茹樹に漉感

覚や水魔約線藍緒に線剰凄艶藍弧帝霧や薩慈覚幾の園濃ぬ知痘馳竃踊る力淘　激暑竃は商舵

市の磯臓静雄磯一喝ぬ磯概数茹拶前漏擾閤磯の璃疫や竪飛武威登内漁場出藍払渡漉深緑の翻

力知毎馳竃約数だ紺漕あるの

第胴囲約臓馴豊第　謂産経擾乱腰漁場出藍』藍開箇埴協の寛厳潤漕あるの　芝の埴翰経は

暗朕鰻の碗癒驚竃番場時機後期初感境の動の藍推定凄艶愚痴淘　芝の周辺の渡田癖に多数存

在』竃齢藍藍師事醗磯群の存在を改め竃考巌遷せる驚料漕ある。

第胴囲聯臓が魁臓劉豊永霧中習癖浄』藍銑欝の実測囲漕あるの　善通寺市内臆お経る濃艶ま

竃の発掘調度隠避㌦藷竃淘　藤生時機後期境の竪派住居跡漁場の放題の出藍靡摘多数知晦馳竃

！葺き、；



締る。藍だ淘中期の竪派住居内漁場サ遅効瑠璃製前審やその束製品淘サ濁効ザ　搾油多選

に出藍ずる鯛に比璃竃後期前半はその魔力減航後期後半臆なる藍殆だ鼠痘覿な　なるの

逆転後期中薬蹴降の住居跡漁場の鉄器緒や砥石ぬ出藍例滅多齢還鮭漁鳴海芸の地区暦の鉄

器の暦魔は藤生時機後期中葉噴漁場藍尊厳痘鈍るの　ま藍淘発魔遜れた砥石の濁ち汲　使齢

過渡覿藍ものは覿妖餞を裟替る硬質の凝灰岩漕淘第蟻図の鋸の濃肇に分割を読み藍痕が

認め痘鈍るもの魁傑激あ　淘　芸の地区鷲は應驚な砥石は鉄器藍絆に健塵品驚あり藍還藍が

伺われる。
＼

、
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第綱磯　　波　　挺≡＋＋姦晦

事前汐紺膨影矛謂塵の結果を魔る艶閥…儀鷲は遺物の遺構は娩出凄艶若齢な締め鰻鮫的安

定魁藍叢褐色砂饗悲願ぬ確認漕選鴇完全踪砂礫腰藍なるのは照一縄跳商鷲ある還磨滅欄澄明

綜駁腑際淀め∴閥欄鍼鰭断朋憐憫帳瀾瀾雄藩鰭璃雉諷磯障劉紺職場瀾慮溢藍遭芸萄淘磯蛾

は比較的安定は』竃は齢藍ぬ遺構珍遺構は確認竃遷ず第劇溜参照謂魔を芝芝や驚終Wずる

し、：．二．uく：＿：．。I一二′．こ＿．＿′．＿藍．ニ，

尊恒の謂慶竃市内に所在鬱るW激的な肇の餐落遺構披謀宗遺跡や槻澱が転調道路命鬼頭聯

遺跡摘部分約に謂塵凄観た還藍臆なる軌その他の事例藍併せる藍海　芝の地区の弥生餐務

は厩然堤防を噺鎚に派盤』藍砂州二の南端部淘男意　義掬に安定』藍激痛地に藤生馴電車

瀾踪定住。ノ鴇漉聴力北の低地に蘭が黛竃安定』竃糖　潤踪併せ竃藤生時機後期の寮落力広が

る汲齢感薬適転渡傾編め認め痘馳るゆ　磯未着用遺跡驚揺鞠　まだ北端部魅力謂登凄艶若齢駿

齢潜淘　南部漕隠中期漁場後期踪力緒竃の遺物力泉採驚選るゆ従肇知覆薔邁尊市周遷都鷲は滑

遜数滴遠の閣臆形成凄艶藍激痛地患臆常ま甑濫発清を謂慶ずる藍淘襲清の南部鷲は鄭登時

機中瀾力転終末期に力蝉竃の遺構ぬ娩出凄艶海　北臆移る臆男馳竃次第に後期来泊鴫終末期

の遺跡構造ぽカ欄力娩出凄艶愚惹起になるゆ　濃艶は感状地漕ある風儀平野愛域臆肇齢若菜

過払竃締る事象藍推定凄艶愚母　藍だ淘　築港力鄭盤時機前期か痘中期鎚降踪継親ずる柳は少

な　その分布は濃な㌣竃お　淘　激殿中期成降の襲清は庄癖餅糖時期漕消滅魁布僚餅糖時期

濃漕統カず淘　芝の両時期の社会愛機を翻馳せるの

濃艶ま漕隠淘漉癖採取や渡来義挙の際臆偶然発魔凄艶藍遺物隠避肇竃推定凄艶竃齢藍歯

機襲清の存在ぬ淘　芸濃数隼の癖に盛鮎にな肇藍開発糖為に酵濁謂登院濃蘭黛竃次第に明転か

隠避醜男誓あ　淘　ま藍感愛敬発威儀数多　な凄艶竃踊る◎　芸事払渡謂凌隠避肇竃陽転覿藍

膨来な驚料は束だ完全臆整理凄艶竃お転ず海や擾まだ増加する傾向にある緊幾発掘謂登藍

併せ竃淘埋蔵濃化財謂塵臆椀釣る我々の磯務を窯感替る次第驚ある◎

厳擾臆淘　善通寺市瀾遇漕出激する弥生時機後期の漉簿の胎濾漕“……償漉選な比盛を腐める

が鍼濃新薬⑳最前癖慧機を禽恕花罰㊥岩の威服濃を粘濃艶混合』藍動の漕あるぬ淘機転比較

的多軋　ま藍　立肇存在藍魁竃東商臆多幾の慶應の慧母数淘胎患中隠微細管粒の揃㌻藍角

閃石⑳斜窺茹癖藍蒸着⑳前菜を潜恕動が姻知転甑竃齢愚の前者鋼船藍中の監物はその癖解

漁場花罰噂欝の凰纏漉漕ある藍楓痘飽海　後者に誓約竃巌胎漉車の監物漁場糖蜜の鹿威岩の

凰隠避を欄齢藍も鯛漕はな締め洩考渡痘馳竃齢藍力淘　濃艶力効開花慧悌岩の凰隠漉漕ある

濃艶劾賎濃ぽ瀞明』藍の漕農芸に紺記転竃お　の　効開花罰㊥場は花ヨ悌暑藍はぼ閣隠分布を

嘉魁淘　善通寺覇画筆は市南東部の障融商都驚露頭ぬ観察驚き愚の　糎が鋤縄顧砂遺物観察溌

参照∋
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第42回
調　査　前　全　景
（北から望む）

第43回
表土除去作業風景
（第6区から南東を望む）

第44図

発　掘　調　査　風　景

（第6区から北を望む）
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第45図
第1調査区全景
（北から望む）

第46図
第　2　調査区全景
（北から望む）

第47図
第　3　調査区全景
（北から望む）
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第48回
S X－01検出状況
（北東から望む）

第49回
S X－01完据状況
（北東から望む）

第50図

SX－01基底部検出状況
（北東から望む）
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第51回
SX－01石材除去後の状況
（北東から望む）

第52回
SX－01枕状遺構検出状況
（南から望む）

第53回
ST－01遺物出土状況
（東から望む）
遺物番号…001・002
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第54図
ST－02遣物出土状況
（北から望む）
遺物番号…007～009

第55図
ST－03銅銭出土状況
（土居観察用畦からの出土棉）

第56図
ST－03遺物出土状況
（北から望む）
遺物番号…010～012
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第57回
ST－05遺物出土状況
（東上方から望む）
遺物番号…013～023

第58図
S X－02検出状況
（北西から望む）
遺物番号‥・024・025

第59回
S X－03検出状況
（酉から望む）
遺物番号…042～053
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第60図
第　4　調査区全景
（北から望む）

第61図
第　5　調査区全景
（北から望む）

第62図
第　6　調査区全景
（北から望む）
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第63図
ST－06遺物出土状況
（北から望む）
遺物番号・‥042～053

第64回
ST－06遺物出土状況
（北東から望む）
遣物番号…030・032～034

・040・041

第65図
ST－09遺物出土状況
（北西から望む）
遺物番号…060



ー58－

第66図
S K－10検出状況
（北から望む）
遺物番号…075～109

第67図
SK－11検出状況
（北から望む）
遺物番号…063～069

第68回
S X－04検出状況
（北から望む）


